
令和６年度            学力向上を図るための全体計画 補助資料１８ 小５４  練馬区立大泉西小学校 

 

 

○関係法規 

○学習指導要領 

○東京都教育目標 

○練馬区教育目標 

学校教育目標 

・「なりたい自分」を語れる子ども 

・「なれる自分」を広げる子ども 

・自らに価値を感じる子ども 

・自分以外の人に思いを寄せる子ども 

○学校、地域の実態 

○地域、保護者の期待や願い等 

○学校の願い 

本校の授業改善に向けた視点 

指導内容・ 

指導方法の工夫 

教育課程編成上の工夫 校内における研究や 

研修の工夫 

評価活動の工夫 家庭や地域社会との 

連携の工夫 

・１時間の流れが分かり

学習を振り返ることが

できるノート指導を行

うとともに、タブレッ

ト端末等を活用した考

えを広げ深める交流活

動の充実を図る。 

・児童の実態や習熟度に

応じて学習形態や内

容を工夫する。 

・児童の興味や関心を大

切にした授業展開を

工夫する。 

・クラブ活動、委員会活

動を木曜日の６校時

に設定することで、放

課後の教材開発の時

間を確保する。 

・算数習熟度別指導を実

施し、児童の実態に合

わせた授業展開を工

夫する。 

・地域の環境や人材を生

かした学習を工夫す

る。 

・研修会を通して「学ぶ

楽しさを実感できる

児童」の育成を目指し

て模擬授業（年９回）

を実施する。 

・ユニバーサルデザイン

（UD）の手法を取り

入れ、誰もが分かる指

導を実践する。 

・教員の資質能力を育成

するための OJT 研修

を実施する。 

・各教科の授業に際

し、評価カード等を

工夫し、児童の自己

評価能力を高める。 

・タブレット端末、座

席表等を活用して

児童の実態を把握

し、子に応じた適切

な指導、評価を行

う。 

・保護者や学校評議員

による外部評価を

実施し、授業改善に

活用する。 

・学校公開（道徳授業地区

公開講座を含む）を実施

し、開かれた学校を目指

す。 

・大泉西中との小中一貫教

育の方針の下、課題改善

カリキュラムを作成し、

小中連携を深める。 

・セーフティ教室、薬物乱

用防止教室、情報モラル

講習会を実施し、家庭や

地域で児童の安全を守

る。 

 

学校経営計画（学力向上に関わる要点） 

・ 習熟度に応じた弾力的な算数指導計画に基づき、数的能力の向上を図る。 

・ ユニバーサルデザインに基づいた授業を展開する。 

・ タブレット端末を「新たな文具」として日常的に活用できるようにする。 

＜各教科の指導の重点＞ 

基礎基本の確実な定着を

目指し、ノート指導、タブ

レット活用を工夫するとと

もに、児童相互に学び合え

る学習活動を展開する。 

 

 

本校における「確かな学力」 

「学習への明確な目的意識と確固たる目標を設定する力」 

 

 

＜道徳教育の指導の重点＞ 

人権尊重の精神の育成に

重点を置き、具体的な指導

を通して、道徳的実践力を

高める。 

（総合的な学習の時間の重点） 

各教科で身に付けた能

力を総合的に活用し、問題

解決に取り組めるように

指導する。人や自然との触

れ合いを通して、豊かな心

を育成する。 

＜特別活動の指導の重点＞ 

集団活動や異学年の交流

を通して、自主的、実践的

に活動ができるように指導

を工夫し、自主性や協調性

を育てていく。 

＜進路指導（キャリア教育）の重点＞  

主体的に学び続けようとする態度を教育活動の中で

養い、人や社会のために自己の能力や個性を発揮する

ことの大切さを理解させる。 

＜生活指導の重点＞  

登校指導や組織的な教育相談、生活指導連絡会等を基

に、快適で安全な生活習慣と学習習慣の定着を目指す。安

全指導を推進し、児童に危険から自己を守る能力を育む。 
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